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Abstract 
To create the eelgrass (Zostera marina) bed artificially, we investigated the distribution of the shoot and the seed 
in a natural eelgrass bed of the central part in Seto Inland Sea(Japan). Additionally, the possibility of large-scale 
eelgrass bed creation using eelgrass seed was examined. On fixed observation lines, it has been exist a place (A 
region) where the eelgrass shoot grows densely through the year, and it has been exist the place (B region) where 
the eelgrass shoot almost disappear October and November. DL depth of A region was from +16cm to -84cm, and 
ones of B region was from -84cm to -174cm.The seedling of the eelgrass to be observed from end of November to 
the beginning of December, and grows up to the almost same levels as adult in April. As for the eelgrass shoot in A 
region, it was continuance, and the eelgrass shoot in B region seemed almost annual type. Especially, it has been 
understood that presence of eelgrass bed of B region was greatly controlled by seed density. It has been understood 
that the distribution of the eelgrass shoot of the investigation waters relates greatly to the density of the seed. In 
conclusion, it is able to create large-scale eelgrass bed by regularly seeding in the area where eelgrass can be exist 
normally. 
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特にアマモ Zostera marina L.は，有用魚類幼稚魚の生活
にきわめて重要な役割を果たすことは岡山県水産試験
場 55,56)，大島 57)，布施 29)，畑中ら 31)，東ら 7,8,9,10)，菊池
44)，向井 49)，ら 多くの研究者によって報告されてい
る．しかし近年，内海区水産研究所資源部 50)，大島 58)，
南西海区水産研究所 51,52)，福田ら 13,16)，片山ら 41)，向
井 49)，らによってアマモ場の荒廃が指摘され，特に瀬



































は St.1～3 で行った．3 定点とも潮汐基準面(DL)からの
水深(以後「水深」)は-2.0m までで，当水域としては比
較的濃密なアマモ場である．各定点とも 1979 年 6 月当
時の最大満潮線を 0 として沖合い 100m まで潜水観察
定線(以後「定線」)を設けた．0m，100m点は固定標識
し，毎回同一場所が観察できるようにした．St.1 にお
いては 1979 年 6 月～’80 年 4 月まで毎月 1 回調査し，
St.2，3 は 1979 年 7 月から 3 か月毎に 1 回，計 4 回調
査した．なお，St.2 は，1979 年 6 月にも調査した．観
察は SCUBA を用いて潜水し，アマモの被度，密度な
どを目視により観察した．定線上における株と種子の
関係を調べるため St.1 において，1980 年 9 月 3 日に種
子の分布を調査した．田村式採泥器(口径 25×25cm)で
1 定点毎に各々3 回ずつ採泥し，その中における種子を





分布は，1979 年 6 月～1980 年 4 月に行った調査結果に
よるが，特に繁茂期に当たる，1979 年 6 月の結果を用
いた． 
 
Fig.2 Investigation point to understand the relation between 
shoot and seed 
 
調査水域全体における株と種子の分布関係を調べる
ため Fig.2 に示す 19 定点において調査を実施した．株
















Table 1 Depth of each observation line on investigated point 
                               (cm) 
Line(m) St. 1  St. 2  St. 3  
0*   +18.4 
5 +140.2  +12.9 
10 +88.0  +5.5 
15 +30.8  +3.9 
20 -4.3 +49.3 -9.5 
30 -56.8 +40.3 -26.1 
40 -98.4 +30.8 -39.5 
50 -117.4 +9.8 -46.1 
60 -136.8 -20.3 -49.5 
70 -151.9 -34.8 -49.5 
80 -163.4 -39.8 -57.8 
90 -171.8 -44.8 -71.1 
100 -174.3 -54.8 -77.8 
*  Maximum high tide on June, 1979 
 




St.1 が最も急で，沖合い 30m 付近ではすでに水深約
-60cm に達し，100m では-170cm を越える．一方，St.2
は沖合い 100m 点で水深約-60cm，St.3 は約-80cm であ
る．定線において水深が 0 になる点は，St.1 が約 19m，























Fig. 4 Monthly distribution of eelgrass at the St. 1-2 
 
よそ全体にわたって観察される． 
翌 1980 年 1～4 月に，このアマモ実生は次第に成長
し，4 月の観察では従来の親株と大差なくなるまで成
長する．また，実生の本数も，やや増加するように思
われ，1，2 月は 16～20m 間，3，4 月は従来アマモが
分布してなかった 12～16m間にも実生が観察されるよ

















次に St.2，3 の観察結果を Fig. 5， 6 に示した．年に
4 回観察しただけであり詳細な周年の月別変化は明確
でないが，St.1 の変化と対比しながら結果を述べる．
St.2，3 は St.1 の様に周年限定されて濃密に分布する場
所がないが，一方，時期によって全く分布がみられな
くなる場所も存在しない．これは観察定線の水深が関





は 50m前後(水深+8cm)，St.3 は 5m前後(水深+12cm)で
ある．St.3 の 4 月において，0～5m 間にもアマモが濃
密に分布しているのは，St.1 の 4 月に 12～16m 間で実
 












Table 2 に St.1 におけるアマモ種子の分布を示した．
実入は定線上 20mで最高の 425 個/㎡を示し，30mでは
125 個/㎡である．10，40～90m では 0 個/㎡であるが，
100mでは 50 個/㎡である．合計は 600 個/㎡となり，平






Table 2 Seed distribution at the line of St. 1 on the 3rd  
September, 1980 
                               (nos/m2) 
Line(m) Solid  Empty  Total  
10 0 0 0 
20 425 25 450 
30 125 150 275 
40 0 0 0 
50 0 0 0 
60 0 0 0 
70 0 0 0 
80 0 25 25 
90 0 0 0 
100 50 50 100 
Total 600 250 850 
 
空殼は定線上 10mでは 0 個/㎡であり，20mで 25 個/
㎡である．空殻の最高値は 30m に見られ 150 個/㎡ 
である．空殼も 40～70m及び 90mは 0個/㎡であるが，
80m，100mで各々25 個/㎡，50 個/㎡の値を示す．合計





16 定点で調査した種子の分布を Table 3 に示した．
このうち実入と株の分布について相関係数を求めた結









Table 3 Seed distribution at the investigation 19 points on the 
18th  August, 1981 
                               (nos/m2) 
Point Solid  Empty  Total  
1 447 258 705 
2 258 563 821 
3 268 132 400 
4 0 53 53 
5 100 163 263 
6 232 32 264 
7 5 0 5 
8 0 0 0 
9 0 0 0 
10 0 0 0 
11 142 53 195 
12 0 0 0 
13 0 5 5 
14 0 0 0 
15 47 121 168 
16 0 5 5 
17 0 0 0 
18 0 0 0 
19 0 53 53 




















































から翌年 4 月ごろまで，多くは 2～3 月頃に発芽すると
している．また，前川 45)は種子の発芽は 11 月上～中旬




て，前川 45)の結果に近いが，新崎 6)も 12 月末から発芽
するとしており，天然でのアマモ発芽は，地域は多少





く場所(本調査では B 域)があることになる．東ら 7)，服
部ら 37)，福田ら 12)，三重県伊勢湾水産試験場 46)，ら多
くの場合はアマモ場において季節的な消長が認められ










































































これに伴う光線量(新崎 5)，Backman ら 11)，Aioi3)，Mukai
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